
建学の精神

より高きを目指して　～Learning for Life～
1946年、創立者 木宮泰彦先生は、「美しい心情をもって人と接し、堅固な意志と健康な身体をもっていかなる苦難
にも打ち克ち、より高きを目指して、学び続ける人を育成する」を教育理念とした。

令和８年度　学校方針 School Policy

School mission
存在意義・期待される社会的役割

社会のために働き　人のために役に立つ
豊かな人生を自らデザインし　
力強く歩める生徒の育成

School vision
目指す生徒像

Agencyを意識した
自律した生徒の育成

豊かな人生
人それぞれ考えが違うが、学び続け、挑戦し、
愛する人々とつながりながら充実感をもって
生きること

Agency
変化を起こすために、自分で目標を設定し、
振り返り、責任をもって行動すること

自律
自分の意志を持ち、自分のものさしで自分の
行動を決定すること

創立80周年を迎え、「原点に戻る」　そして、次の10年、20年を見据え
「さらなる進化」を恐れない一歩を踏み出す

Go Back, Move Forward. Make new mistakes!
原点に戻り、未来へ進む　―  やってみよう！

学校行事、探究学習、課外活動、教科授業など
すべての教育活動にあてはまる

School value
生徒に求められる資質・能力…卒業までに身につけたい力

（自分を大切にする）自分の軸（自分を肯定する）

学んだことを人生や社会にいかそうとする

学校は、集団の中で、日々充実した学びがある場所

学びに向かう力・人間性

●自分の「好き」を育み、「得意」を伸ばす姿勢を養う
●全ての活動において、協働する喜びを育む　　　

●全ての活動において、やり抜く姿勢を養う
●行事や教育活動を通して、愛校心を育む

「豊かな人間性」を養う

実際の社会や生活で
生きて働く

学校は、驚きや感動、発見に満ちたワクワクする場所

知識・技能

「知性」を磨く

●主体的に学習に取り組む態度を養う
●自ら課題を発見し、探究的な学びに取り組む態度を養う
●見通し・行動・振り返りの意識を養う
●体験を言語化する習慣を養う

未知の状況にも
対応できる

学校は、あたたかい言葉に満ちた自分らしく居られる場所

思考力・判断力・表現力

「健全な心と身体」を育む

●心身ともに健康な生活を送る態度を養う
●進んであいさつができる態度を養う
●あたたかく心のこもった言葉かけができる態度を養う
●当事者意識をもって取り組む態度を養う


